
 
                

小児科診察室から  小児科医師 松下賢治 

鹿児島では６月４日に梅雨入り宣言がありました。気温の変化により日中は蒸し暑く、夜中は寒いと体調の変

化を起こしやすい時期ですので早めの睡眠・早起き・適度な運動が必要です。コロナ禍では体を動かす機会が少

なくなっている人を時々見受けられ、下肢の筋力低下やめまいに悩まされている方もいらっしゃいます。また梅

雨の時期は湿度も高く、冷たい飲み物を摂る傾向にある方でお天気の前日に頭痛で受診される人がいます。東洋

医学的には水毒といい、治療には五苓散という漢方を活用しています。 

 私は毎朝ランニングをしていますが、谷山には『あじさいロード』と名付けている場所があり楽しみながら走

っています。６月最期の日曜日には城山走を行い朝６時からランナーが集まり展望台から黎明館横と通り階段・

坂道を走ります。７月には中山の滝コースを走る予定で季節にあった自然を味わうのも楽しみです。コロナ感染

も少し減ってきていますが皆で集まるときの感染対策を取りながら話し、経験交流できる機会も作りたいもので

す。子どもたちへのマスク対策では登下校中は不要ですとやっと言われるようになってきました。暑い夏、息苦

しいので熱中症に警戒しながらのスポーツ活動などに気をつけたいものです。湿度だけではなく、湿度の変化に

も注意していく必要があります。湿度が高い時は発汗する機会が減るため、熱中症リスクが高くなります。冷た

い水分補給も大事でバナナと塩分の活用も勧められています。 

 さて７月は大事な参議院選挙です。政府の政策やウクライナ戦争の影響などで物の値段が上がり、家庭・個人

の負担が増えています。世界では８９の国で消費税を下げたという報告を聞いています。そのような状況の中、

政府からはアメリカの言うがままで台湾有事を想定した戦争準備にお金を使う政策が提案されています。昔も今

も戦争が始めればやめることはすぐにはできません。秋からの７５歳以上の医療費負担など気になる政策があり

ます。皆さんの行動がこの国の未来を決めます。これまでになく大事な選挙になりそうです。こども家庭庁も議

論されており来年からの施行を目指していますが、子どもの意見表明権や子ども権利条約などにふれた記載もな

く、予算もまだ提案されていないようです。不登校などの実態は把握や記録はされますがデジタル把握が目立ち

ます。まだまだ理解するためには意見を出し合い、子どもの最善の利益を目指したいものです。子どもの給食費

負担や医療費負担も軽くしてほしいと願っています。働く人の給料も少しずつあげてほしいと思っています。非

正規の人、女性の方への考慮などをさらにすすめていきたいですね！私自身、家での家事労働負担に努力する必

要も最近感じています。小さいときからの子どもへの食育も改めて大事ですね。 

 最後に映画の話題です。最近、『ＰＬＡＮ７５』という話題の映画を観に行きました。 

７５歳になったら政府が１０万円出すから死の選択ができるという内容です。相模原事件 

のあと、女性監督が想像し話題提供する映画で海外でも評価されていましたが、考えさせ 

られた映画でした。 

 

げんき通信 
鴨池生協クリニック 

小児科ニュース 

№285 

2022年 7月 

 



≪夏の肌トラブル≫ 

子供は蚊に刺されやすく、かゆくて掻いてしまうとトビヒにもなりかねないので、予防＆ケアが必要です。 

夏になると、虫さされが気になりますね。かゆくてつらい思いをしないためにも虫除けは必須ですが、虫除けをし

ていても、保育園や幼稚園・学校・公園などから帰ると、手足をたくさん蚊に刺されていることがあるでしょう。 

そういうときは、市販のかゆみ止めを早めに塗りましょう。早く塗ったほうがかゆくなりにく

いのです。 蚊に刺されると、かゆいこと自体も困りますが、そのままにしておくと子供は加減

をせずに掻きむしりがちなのでトビヒになってしまうことも。時に、蚊に刺されたあとが大きく

赤く腫れ、水疱ができることもあります。これはストロフルスといって蚊の唾液（だえき）に対

する過剰反応です。皮膚科や小児科で、炎症を抑えるステロイドの塗り薬をもらって塗ったり、

冷やしたりしましょう。かゆみを抑えるには冷やしたほうが効果的とも言われています。 

                    （小児科医ママの子どもの病気とホームケアより） 

 

 

 

三大夏風邪『手足口病』『ヘルパンギーナ』『咽頭結膜熱（プール熱）』に注意 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

8/15（月）は休診となって 

おりますのでご了承ください。 

夏休みのうちに予防接種を受けましょう 

□  年長児：ＭＲワクチン・おたふくかぜワクチン 

□  ３～４歳児：日本脳炎ワクチン（１期初回・１期追加） 

□ ９～１１歳未満：日本脳炎ワクチン（２期） 

□ １１～１３歳未満：二種混合ワクチン 

          その他のワクチンも予約可能です。 

接種日：毎週月・金曜日（祝日除く） 

15：00～17：30まで 

鴨池生協クリニック ☎２５２－１３２１ 

 

・潜伏期間は3～6日 

・口の中、手のひら、足の裏や甲に水疱性

の発疹・発熱・爪がはがれることも 

・まれに髄膜炎の合併 

・何度もかかったり、まれに 

大人も感染することがある 

 

 

・潜伏期間は、3～6日 

・突然の発熱 

・のどの強い痛み、のどの発疹・水疱 

・飲食を受けつけず「脱水」になることも 

・高熱から「熱性けいれん」を起こすこと

もある 

 

 

 

・潜伏期間は2～14日 

・咽頭炎（のどの痛み）・結膜炎（目の充血） 

・３９℃前後の発熱（数日～１週間） 

・頭痛・食欲不振が３～７日続く 

・目やに、涙が多くなる、まぶしがる 

手足口病 ヘルパンギーナ 咽頭結膜熱（プール熱） 

 

 

https://search.yahoo.co.jp/search?ei=UTF-8&rkf=1&slfr=1&qrw=0&p=%E3%83%88%E3%83%93%E3%83%92&fr=link_kw_nws_direct

